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地域とともに、未来を耕す
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意
見
・
要
望
に
対
す
る
ご
回
答



置
賜
管
内
で
活
躍
す
る

組
合
員
や
職
員
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

置賜の農業
を支える

置賜の農業
を支える

生産者！
！

生産者！
！PROFILE

収穫前のアスパラガス畑にて

　
代
々
続
く
農
家
の
５
代
目
で
す
。
自
分
で
試

行
錯
誤
し
て
作
物
を
収
穫
し
て
消
費
者
に
「
お

い
し
い
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
農
業
に
魅
力
を

感
じ
て
山
形
県
立
農
業
大
学
校
（
当
時
）
に
進

学
。
卒
業
後
は
、
父
親
の
も
と
で
稲
作
に
取
り

組
み
、
新
た
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
も
始
め

ま
し
た
。
米
以
外
の
収
入
源
と
し
て
、
稲
作
の

合
間
を
縫
っ
て
収
穫
で
き
る
野
菜
で
県
の
推
奨

品
目
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
何
を
栽
培
す
る
か

を
自
分
で
決
め
て
、
肥
料
の
や
り
方
や
栽
培
方

法
な
ど
も
自
分
で
工
夫
を
し
て
、
頑
張
っ
た
結

果
が
目
に
見
え
る
農
業
。
今
で
は
会
社
勤
め
よ

り
ず
っ
と
楽
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
次
第
で

可
能
性
が
広
が
る
農
業

米農家・就農12年目
栽培品目：水稲10ha、アスパラガス30a

（米沢市）
須 藤　拓 也

追
い
求
め
て

農
業
の
カ
タ
チ
を
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農業のカタチを追い求めて／目次
特集Ⅰ　 令和６年度 冬季組合員座談会 

意見・要望に対するご回答
NEWS＆TOPICS
JA青年部通信
JA女性部活動紹介
営農お役立ち情報
おきたまクッキング
担い手を明確にした支援実績
クロスワードパズル
農業労災保険加入案内　他
JAインフォメーション、お知らせ

アスパラガスの目揃え会で出荷規格を確認

　
現
在
、
冬
場
は
ス
キ
ー
場
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
農
業
一
本
で
や
っ
て
い
き
た
い
の
で
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
の

栽
培
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
が
相
手

な
の
で
努
力
が
必
ず
報
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
た

と
え
失
敗
し
て
も
次
へ
の
糧
に
な
り
ま
す
。
農
業
大
学
校

で
は
沢
山
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、
い
ち
ば
ん
の
収
穫

は
共
に
農
業
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
。

今
も
情
報
交
換
を
し
た
り
飲
み
に
行
っ
た
り
、
互
い
に
刺

激
し
合
い
、
高
め
合
う
仲
間
で
す
。
よ
り
若
い
世
代
に
農

業
が
魅
力
的
に
映
る
よ
う
に
自
分
た
ち
世
代
で
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
就
農
へ

農
業
の
魅
力
を
伝
え
る

3 ６月号3 月号



米
の
精
算
・
集
荷
に
つ
い
て

米
の
精
算
・
集
荷
に
つ
い
て

◇ 

米
の
価
格
が
高
騰
し
続
け
て
い
る
。
米

の
最
終
精
算
ま
で
の
見
込
み
を
教
え
て

ほ
し
い
。

■�

１
月
に
早
期
追
加
払
い
と
４
月
に
仮
精

算
を
支
払
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
最
大
限
の
販

売
を
行
い
、
可
能
な
限
り
経
費
削
減
に

努
め
精
算
金
を
お
支
払
い
致
し
ま
す
。

今
後
は
９
月
に
２
回
目
の
仮
精
算
、
さ

ら
に
販
売
目
処
が
つ
い
た
段
階
で
の
最

終
精
算
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

令
和
７
年
産
米
の
出
荷
に
つ
い
て
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇ 

令
和
６
年
産
米
の
集
荷
目
標
未
達
の
要

因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

■��

令
和
６
年
産
米
の
買
入
前
か
ら
米
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
米
を
確
保
す
る

動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
例
年
に
な
く

需
給
が
逼
迫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
米

が
出
回
っ
て
も
米
穀
相
場
が
高
騰
し
、

民
間
業
者
と
の
集
荷
競
争
が
激
化
し
た

こ
と
で
Ｊ
Ａ
の
集
荷
が
苦
戦
す
る
結
果

と
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

つ
や
姫
の
栽
培
に
つ
い
て

つ
や
姫
の
栽
培
に
つ
い
て

◇ 

昨
今
の
温
暖
化
影
響
に
よ
り「
つ
や

姫
」
の
栽
培
適
地
見
直
し
に
つ
い
て
話

が
出
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
生
産
者
が

栽
培
出
来
る
よ
う
農
協
か
ら
の
働
き
か

け
を
お
願
い
し
た
い
。

■�

令
和
７
年
３
月
７
日
に
「
つ
や
姫
」
の

栽
培
適
地
拡
大
を
求
め
る
要
請
書
を
山

形
県
の
吉
村
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

温
暖
化
に
よ
る
近
年
の
気
温
上
昇
は
顕

著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
山

形
県
に
対
し
栽
培
適
地
マ
ッ
プ
の
見
直

し
を
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

　２月25日から３月11日にかけて「令和６年度冬季組合員座談会」を開催しました。各支店
やホールなど計15ヵ所の会場で開催し、今回は686名の組合員の皆さまにご出席をいただき
ました。主なご意見とご要望について、次のように回答させていただきます。

◇
ご
質
問
・
ご
意
見
内
容　
■
回
答
内
容

令和６年度 冬季組合員座談会
 意見・要望に対するご回答特集特集

4６月号

６月の運勢

牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】早めの行動が吉と出ます。状況が変わりやすいので優先
順位を常に意識して。交渉は丁寧に進めましょう
【健康運】好調ですが後半は下り坂。休憩を忘れずに
【幸運の食べ物】インゲン



Ｃ
Ｅ（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

Ｃ
Ｅ（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）��

��

の
受
入
体
制
に
つ
い
て

の
受
入
体
制
に
つ
い
て

◇ 

今
後
、
小
規
模
農
家
の
カ
ン
ト
リ
ー
へ

の
移
行
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
カ
ン
ト

リ
ー
の
受
け
入
れ
体
制
は
問
題
な
い
か
。

■�

カ
ン
ト
リ
ー
は
昨
年
度
よ
り
利
用
料
を

引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
必
要
な

機
械
の
更
新
や
修
繕
を
行
い
な
が
ら
利

用
者
の
方
々
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う

継
続
稼
動
と
運
用
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ン
ト
リ
ー
貯
蔵
ビ
ン
の
有
効

活
用
な
ど
効
率
的
な
広
域
利
用
に
努
め

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

営
農
経
済
部
門
に
つ
い
て

営
農
経
済
部
門
に
つ
い
て

◇ 

米
の
生
産
の
目
安
を
下
回
る
作
付
状
況

の
市
町
が
あ
る
と
聞
く
。
置
賜
管
内
で

調
整
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

■�

置
賜
管
内
に
お
い
て
米
の
生
産
の
目
安

上
限
ま
で
作
付
す
る
事
が
大
切
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
管
内
で

の
作
付
調
整
が
出
来
る
よ
う
に
各
地
域

農
業
再
生
協
議
会
へ
働
き
か
け
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

◇ 
肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
を
伺
い

た
い
。

■�

肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
運
営
や
財
務
等
に
係
る
諸
問
題
を

整
理
し
て
お
り
、
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
本
来

の
事
業
目
的
に
鑑
み
、
今
後
の
投
資
や

事
業
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

◇ 

農
機
事
業
一
体
運
営
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

■�

現
在
、
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
と
の
農
機
事
業

一
体
運
営
に
係
る
事
業
面
や
諸
条
件
に

つ
い
て
双
方
で
協
議
検
討
を
重
ね
て
お

り
、
年
内
中
の
合
意
形
成
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
重
整
備
セ
ン

タ
ー
の
取
得
に
つ
い
て
も
設
置
場
所
を

含
め
継
続
し
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

金
融
共
済
部
門
に
つ
い
て

金
融
共
済
部
門
に
つ
い
て

◇ 

農
林
中
金
で
１
兆
９
千
億
の
損
失
を
出

し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
約
６
千
万
円
程
度

の
減
収
に
な
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
終
わ
る
の
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な

影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

■�

農
林
中
央
金
庫
の
運
用
損
失
を
巡
り
、

当
Ｊ
Ａ
に
は
増
資
要
請
と
安
定
的
な
黒

字
確
保
と
な
る
ま
で
当
面
の
出
資
配
当

見
合
わ
せ
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
つ
い
て

は
、
今
後
も
業
務
効
率
化
や
利
便
性
確

保
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
の
確
保
・
強
化
の
た
め
自
己
資
本
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◇ 

融
資
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
職
員
を

育
成
し
、
支
援
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

■�

人
材
育
成
を
重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
、

研
修
受
講
・
通
信
講
座
や
資
格
取
得
を

励
行
、
高
度
な
専
門
性
と
業
務
遂
行
能

力
を
備
え
る
た
め
自
己
啓
発
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
融
資
担
当
職
員
に
つ

い
て
は
、融
資
実
践
力
強
化
研
修
・
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
受
講
・
当
Ｊ
Ａ
独
自
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
で
提
案
力
・
目
利
き
力
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

職
員
の
減
少
へ
の
対
応
に
つ
い
て

職
員
の
減
少
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◇ 

職
員
の
状
況
で
平
成
６
年
か
ら
お
お
よ

そ
50
％
減
少
し
て
い
る
。
職
員
減
少
へ

の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

■�

令
和
６
年
の
合
併
時
よ
り
Ｊ
Ａ
の
事
業

規
模
が
大
き
く
変
化
し
、
事
業
量
も
人

口
減
少
や
農
業
者
の
減
少
に
よ
り
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
事
業

運
営
の
効
率
化
も
行
い
職
員
数
も
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
近
年
に
お
い
て
は
、

県
内
の
出
生
率
の
低
下
と
地
元
就
職
希

望
数
の
減
少
に
よ
り
、
就
職
市
場
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
離
職
率

を
抑
え
る
た
め
、
処
遇
改
善
や
職
場
の

環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
部
門
で
の
業
務
内
容
に
お
い

て
も
集
約
・
効
率
化
を
図
り
、
組
織
機

能
の
維
持
と
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

5 ６月号

【全体運】頼み事を引き受けてもらいやすい良好運。感謝の気持ちは
しっかり伝え、あなた自身もできるだけ人のお手伝いを

【健康運】前半は無理をしないように。後半は大きく上昇
【幸運の食べ物】アシタバ

６月の運勢

牡牛座
4/20〜5/20



　
４
月
10
日
に
米
沢
市
の
米
沢
食

肉
公
社
で
第
47
回
米
沢
牛
枝
肉
共

励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
75
頭
の
米
沢
牛
が
出
品
さ
れ
、

１
㌔
当
た
り
の
平
均
単
価
は
２
９

５
９
円
（
前
年
同
時
期
比
90
％
）、

販
売
金
額
は
１
億
５
２
９
万
２
６

３
２
円
（
同
比
88
％
）
と
な
り
、

最
優
秀
賞
牛
に
は
青
木
岳
大
さ
ん

（
長
井
市
）
が
生
産
し
た
枝
肉
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
畜
産
情
勢
は
飼
料
価
格

高
止
ま
り
に
加
え
、
物
価
高
に
よ

る
消
費
者
の
高
級
食
材
の
買
い
控

え
と
米
国
政
策
の
相
互
関
税
措
置

の
影
響
も
あ
り
、
国
内
消
費
の
先

行
き
不
透
明
感
か
ら
市
場
取
引
は

全
体
的
に
慎
重
な
動
き
と
な
り
ま

し
た
。

せ
り
に
か
け
ら
れ
る
青
木
さ
ん
の

最
優
秀
賞
牛

第47回米沢牛枝肉共励会
「米沢牛」枝肉せり 始まる

佐
藤
誠
七
町
長
（
右
）
に
「
箸
と
ス
プ
ー

ン
の
セ
ッ
ト
」
を
手
渡
す
丸
川
正
博
本
部

長
（
左
）【
白
鷹
】

贈
呈
さ
れ
た
箸
と
ス
プ
ー
ン
の
セ
ッ
ト

　
Ｊ
Ａ
長
井
地
区
農
政
対
策
協
議
会
と
Ｊ
Ａ

農
政
対
策
白
鷹
地
区
本
部
は
、
市
町
内
の
小

学
校
新
１
年
生
に
箸
と
ス
プ
ー
ン
の
セ
ッ
ト

２
５
１
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
に
、
よ
り
米
へ
の
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
い
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
毎

年
続
け
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
小
学
校

新
１
年
生
へ
箸
と
ス
プ
ー
ン
の
セ
ッ
ト
や
弁

当
箱
、
お
に
ぎ
り
型
な
ど
を
寄
贈
し
て
き
ま

し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
出
席
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
の
代
表
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

小学校新１年生へ箸とスプーン寄贈
米の消費拡大に繋げる

内
谷
重
治
市
長
（
中
）、
長
井
市
教
育
委
員
会

土
屋
正
人
教
育
長
（
右
）
に
「
箸
と
ス
プ
ー
ン

の
セ
ッ
ト
」を
手
渡
し
た
横
山
小
市
会
長（
左
）

【
長
井
】

6６月号

６月の運勢

双子座
5/21〜6/21

【全体運】パワフルに過ごせます。ただ、やりっ放しになりやすい
ところには気を付けて。最後まで責任を持って動いて◎
【健康運】筋トレで体力増強を。下旬は休養に充てて
【幸運の食べ物】オクラ



生
産
者
か
ら
被
害
状
況
を
聞
く

鈴
木
代
議
士

　
鈴
木
憲
和
代
議
士
が
４
月
30
日

に
高
畠
町
を
訪
れ
、
冬
の
豪
雪
に

よ
り
特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た

和
田
地
区
の
ブ
ド
ウ
園
地
２
カ
所

を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
に
は
県

議
や
高
畠
町
、
ぶ
ど
う
振
興
部
会

和
田
支
部
の
役
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
ブ
ド
ウ
園
地
で
枝
折
れ

や
ブ
ド
ウ
棚
の
損
壊
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
訪
れ
た
園
地

の
生
産
者
か
ら
被
害
当
時
や
復
旧

の
状
況
が
伝
え
ら
れ
、
今
後
の
支

援
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

鈴木憲和代議士 被害園地視察
雪害によるブドウ園地の被害状況を視察

挨
拶
す
る
我
妻
行
芳
部
会
長

　
Ｊ
Ａ
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
振
興

部
会
は
４
月
23
日
、
南
陽
市
の
え

く
ぼ
プ
ラ
ザ
で
通
常
総
会
を
開
き
、

関
係
機
関
や
部
会
員
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
販
売
実
績
は
数

量
２
２
９
万
５
８
６
１
本
（
前
年

度
実
績
対
比
95
％
）、
金
額
が
２

億
２
３
８
９
万
円
（
同
対
比
１
０

２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
よ
り
も
冠
婚
葬
祭
、
催
事

等
の
規
模
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
令
和
６
年
度
は
暖
房
費
の

高
止
ま
り
、
夏
場
の
猛
暑
の
影
響

で
全
国
的
に
切
花
の
入
荷
量
が
減

少
し
、
前
年
を
上
回
る
高
単
価
で

の
販
売
と
な
り
ま
し
た
。

令和６年度アルストロメリア振興部会総会
おきたま産 アルストロメリア　高単価で推移

目
ぞ
ろ
え
を
行
う
部
会
員
と
Ｊ
Ａ

担
当
者

　
Ｊ
Ａ
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
振
興
部
会

は
４
月
23
日
、
お
き
た
ま
園
芸
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
「
春
採
り
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
出
荷
規
格
目
ぞ
ろ
え
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

　
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
担
当

者
か
ら
出
荷
規
格
や
出
荷
時
の
留

意
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
現
物

を
見
な
が
ら
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
担
当

者
が
細
部
に
わ
た
り
確
認
し
ま
し

た
。

　
同
部
会
の
齋
藤
昌
宏
部
会
長
は

「
現
在
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま
っ
て
お
り
、

４
月
第
５
週
頃
か
ら
露
地
も
の
の

出
荷
が
始
ま
る
。
生
産
者
と
選
果

場
で
協
力
し
、
お
き
た
ま
か
ら
良

い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
出
荷
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

春採りアスパラガス出荷目ぞろえ会
アスパラガス出荷開始

7 ６月号

【全体運】運勢は次第に勢いを増し大きく上昇。大変でも諦めずに
継続を。勝利の女神がほほ笑みます。魅力もアップ !

【健康運】食べた分はしっかり運動を。スタミナが付きます
【幸運の食べ物】エダマメ

６月の運勢

蟹座
6/22〜7/22
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監
査
委
員

委
　
員

米
沢
地
区

　
委
員
長　

浅
　
深
　
泰
　
地

　
副
委
員
長　

宮
　
崎
　
雅
　
文

高
畠
地
区

　
委
員
長　

木
　
村
　
周
　
平

　
副
委
員
長　

鈴
　
木
　
将
　
道

南
陽
地
区

　
委
員
長　

佐

藤

大

祐

　
副
委
員
長　

須

藤

龍

司

川
西
地
区

　
委
員
長　

本

田

雅

人

　
副
委
員
長　

梅

津

直

杜

長
井
地
区

　
委
員
長　

髙

村

一

裕

　
副
委
員
長　

小

関

章

仁

白
鷹
地
区

　
委
員
長　

小
　
林
　
雄
次
郎

　
副
委
員
長　

船

山

圭

介

飯
豊
地
区

　
委
員
長　

井

上

達

也

　
副
委
員
長　

武

田

親

祐

小
国
地
区

　
委
員
長　

石

垣

和

洋

　
副
委
員
長　

伊

藤

照

幸

高

橋

隆

浩
（
高
畠
）

小

関

晃

司
（
米
沢
）

今
年
度
か
ら
青
年
部
委
員
長
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
、
大
き
な
責

任
と
共
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

昨
年
度
は
、
当
青
年
部
も
合
併
30
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
飾
る

事
が
で
き
、
記
念
祝
賀
会
の
開
催
や
お
き
た
ま
青
年
部
の
歩
み
を
振

り
返
る
記
念
誌
「
30
年
の
軌
跡
」
を
発
行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

30
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
い
た
青
年
部
の
伝
統

を
守
り
つ
つ
、
今
年
度
は
新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
、
青
年
部
の
使
命
は
農
業
の
未
来
を
守
り
明
日
の
担
い
手
を

育
て
る
こ
と
、
そ
し
て
農
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
次
世
代
の
農
業
を
担
う
た
め
の
情
報
共
有
や
技

術
の
向
上
、
地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
取
り
巻
く
現
状

は
、
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害

の
多
発
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま

り
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足

な
ど
、
依
然
厳
し
い
ま
ま
で
す
。

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々

青
年
部
へ
の
期
待
は
よ
り
一
層
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

青
年
部
盟
友
の
結
束
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
困
難
な
時
代
に
打
ち

勝
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鈴
　
木
　
智
　
博

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
青
年
部

委
員
長

困
難
な
時
代
に
負
け
ず
、
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
！

令
和
７
年
度  

本
部
三
役

本
部
三
役
と
若
林
英
毅
組
合
長

副委員長
富　樫　啓　貴

（川西）

副委員長
佐々木　隆　行

（米沢）

委員長
鈴　木　智　博

（長井）

8６月号

６月の運勢

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】予定の詰め込み過ぎに注意を。周囲との和を大切にしな
がらゆっくり進めるよう心がけましょう。急がば回れです

【健康運】オーバーワークに気を付けて。ペース配分が重要
【幸運の食べ物】シソ



監
査
委
員

委
　
員

米
沢
地
区

　
長
谷
部
　
章
　
子

高
畠
地
区

　
久
保
寺
　
三
千
代

南
陽
地
区

　
須
　
貝
　
と
み
子

飯
豊
地
区

　
加
　
藤
　
幸
　
子

小
国
地
区

　
伊
　
藤
　
と
く
子

　

須
　
藤
　
洋
　
子

　
（
川
西
）

　

金
　
　
　
惠
利
子

　
（
小
国
）

昨
年
度
に
引
続
き
、
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
な
る
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
皆
様
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
女
性
の
力
を
最
大
限
に
引

き
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
３
カ
年
計
画
「
Ｊ
Ａ

女
性  

想
い
を
一
つ
に  

か
な
え
よ
う 

」
の
実
践
最
終

年
度
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
集
大
成
と
す
べ

く
女
性
組
織
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
り
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
運
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
食
堂
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
へ
食
料
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

女
性
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典
「
女
性
の
つ
ど
い
」
で

は
、シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
佐
々
木
秀
実
氏
を
講
師
に
迎
え「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
講

演
と
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
３
カ
年
計
画
『「
あ

い
♡
」
か
ら
は
じ
ま
る
元
気
な
地
域
を
み
ん
な
の
力
で
』

の
実
践
初
年
度
で
す
。
前
３
カ
年
計
画
で
着
実
に
積
み
上

げ
た
活
動
を
発
展
さ
せ
、
Ｊ
Ａ
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
女
性
部
パ
ワ
ー

を
結
集
し
笑
顔
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
女
性
部

平
　
　
純
　
子

委
員
長

『「
あ
い
♡
」
か
ら
は
じ
ま
る
元
気
な
地
域
を
み
ん
な
の
力
で
』

副委員長
佐　藤　れい子

（白鷹）

副委員長
寒河江　美佐子

（川西）

委員長
平　　　純　子

（長井）

令
和
７
年
度  

本
部
三
役

女性部役員 女性部三役と若林英毅組合長

9 ６月号

【全体運】 出だしは厳しくても好転の兆しが見えています。味方になっ
てくれる人が現れて状況は一変。伝える努力を

【健康運】ぼんやりしがち。うっかりのけがに気を付けて
【幸運の食べ物】キュウリ

６月の運勢

乙女座
8/23〜9/22



営 農 お 役 だ ち 情 報

ID  @638kkxie

　　友友だだちち登登録録随随時時募募集集中中。。

ＪＪＡＡ山山形形おおききたたまま米米穀穀

「「友友だだちち追追加加」」かからら、、上上記記  IIDD  をを検検索索
すするるかか、、QQRR  ココーードドををススキキャャンンししてて下下
ささいい。。

皆皆ささんんののススママホホへへ、、役役にに
立立つつ稲稲作作技技術術情情報報をを配配信信
ししまますす。。

　　　　　　　田植え後は適正な水管理で目標茎数を確保しましょう。米 穀
●田植え後は低温や強風など不安定な環境変化から守るため深水   
（4～5ｃｍ）で管理しましょう。

●分げつ発生に適する水温は日平均23～25℃で、日中と夜間の水温
の日較差が大きいと促進されます。日中の気温が15℃以上の場合
は浅水（２～３ｃｍ）とし水温、地温の上昇に努め、分げつの促進を
図ります。低温や強風時は深水管理で稲体を保護しましょう。

●気温の上昇に伴い、６月に入ると土壌の異常還元（ワキ）が発生す
る場合があります。ワキの発生は根の伸長を阻害し、養分の吸収が
抑えられる原因となります。

　下葉の黄化、分げつ遅れはワキによる影響のサインです。
　水交換や一時的な落水管理で根の活力維持に努めましょう。

※品種別の目標とする茎数

品　　種
１株あたりの目標茎数
70株植／坪の場合

はえぬき 23本
つや姫 20本
雪若丸 27本
ひとめぼれ 24本
あきたこまち 22本

60株植／坪 70株植／坪
コシヒカリ 23本 20本

田植え

深水

幼穂形成期活着期 有効分げつ期

目標茎確保
浅水管理で有効茎の分げつ促進

保温効果を高め、活着を促進させるための深水管理

無効分げつ期

間断かん水浅水管理 中干し

気泡が発生する

根の伸長阻害で
養分吸収ダウン↓

⇨茎数不足の原因に！

10６月号

６月の運勢

天秤座
9/23〜10/23

【全体運】 用事を後回しにしていると大変なことに。やりたいことよ
り、やらなければならないことを優先して。外出は吉

【健康運】血行を良くする食べ物や飲み物を取りましょう
【幸運の食べ物】新ショウガ



６月の野菜栽培管理

◎ ６月は梅雨入り時期となります。大雨や長雨の時、通路や
うねに滞水しないように早めに明きょや排水溝をしっかり
整備しましょう。
　また、梅雨入り前後より本格的な防除が始まりますの
で、農薬の作物への登録・適用病害虫・希釈倍数・散布量・
使用時期（収穫前）・総使用回数を確認し、適正に防除し
ましょう。

【アスパラガス】
◎ 春採りが終了すると夏秋採りの準備、立茎を行いましょう。
・ 立茎前に支柱を立て、地表から高さ80ｃｍのところにフラ

ワーネットを張り、倒伏防止の準備を行いましょう。
・ スムーズな立茎を図るため立茎開始前（１週間前程度）に

春追肥を行いましょう。
・ 立茎時に基肥施肥を行います。抑草・土壌改良のため中耕・

土寄せする場合は梅雨期前に実施し、中耕の深さは根を傷
つけないように地表10ｃｍ程度までとしましょう。土寄せ
は茎の倒伏防止・萌芽促進に繋がります。

・ 太さ１～1.5ｃｍ程度（Ｌ級）のものを選び１メートル幅に
15本程度、１株当り4～６本立てます。細すぎたり太す
ぎたりしないよう注意し、キズ茎や曲がり茎は立てないよ
うにしましょう。

・ 立茎する茎以外は細い太いを問わず間引き収穫しましょう。
・ 立茎後、展葉してきた茎は順次ネット内に誘引し、フラワー

ネットの50ｃｍ上にマイカー線を張り倒伏を防止しましょ
う。

・ 収穫前には地上50～60ｃｍまでの下枝をかき落とし、風通
しを良くしましょう。

【キュウリ】
・ 定植後は、仮支柱を立て誘引し、定植後の風害を防止しま

しょう。育苗の延長と考え、株元かん水を実施しましょう。
・ 主枝１本仕立ての場合は、本葉10枚以上になったら７節

以下のわき芽除去を始めましょう。10節までのわき芽は
１節摘芯とします。一斉にわき芽を摘芯すると草勢が弱る
ので、常に強い芯（生長点）を２～３本残しながら管理し
ましょう。

・ 長期収穫のためには、主枝着果は７節以下の雌花を摘花し、
草勢が弱ければさらに上位節まで摘花しましょう。

【エダマメ】
◎「秘伝」は６月10日から順次播種を開始しましょう。
・ 施肥は窒素成分で２～３kg／10a、倒伏や食味低下につな

がるため過剰施肥は行わないようにしましょう。
・ 倒伏の心配のため、うね幅は90ｃｍ以上とし、株間36ｃｍ以上、

播種深度は5ｃｍ程度としましょう。
・ 中耕培土は本葉３～5葉期（播種後20～35日頃）、２回

目は開花10日前に行います。

【トマト】
・ 主枝１本仕立ての場合は、早めにわき芽を除去しましょう。

特に花房の直下のわき芽は遅れないように除去しましょう。
・ １～３段花房の着果過多により後半の草勢低下が懸念され

るので、傷果や窓あき果などの生理障害果の摘果を行い、
4個程度の着果数にしましょう。

【ナス】
・ 主枝と１番花直下のわき芽を２本伸ばし、３本仕立

てにしましょう。
・草勢が弱い場合は一番花を摘花しましょう。

果 樹

野 菜

６月は梅雨期に突入するため、天候に応じた防除
（タイミング・散布量・臨時防除）が重要です！

【サクランボ】
　5月は自園の結実状況を確認し、早めに摘果作業を実施し
ましょう。結実が少ない園地では、着果が良い上部の枝等の
着果量を多めに残し調整してください。６月は収穫時期を迎
えます。灰星病やショウジョウバエなどを対象に防除を徹底
しましょう。

【ブドウ】
　デラウェアの房づくりは、第２回ジベ処理後10日間が勝
負です。Ｌ房を狙った整形を行い密着房は早めに整形に入っ
てください。大粒種の房づくりは、品種の特性を考えてタイ
ミング良く行いましょう。
　また、チャノキイロアザミウマ、灰色かび病、ダニの重要
な防除時期で、６月前半は薬量もかけられる時期ですので、
適期の防除を徹底しましょう。

【リンゴ】
　摘果の徹底が大玉生産のポイントです｡ 早めに２花そうに
１果とし大玉生産を目指しましょう。

　長果枝（発育枝、予備枝）は、果台長が極端に長い傾向が
あり、20㎜を超えると青実果率が高くなるので確実に摘果
してください。早めに落とさないと花そう葉に隠れてみえな
くなります。
　また、黒星病の２次感染期と輪紋病の重点防除時期に入り
ますので適期の防除を徹底しましょう。

【西洋梨（ラ・フランス）】
　早めに摘果を実施しましょう。基本的に枝の真上、針
金や枝と接触する部分等のキズ果になる果実を摘果し
ます。肥大の良い果実に揃えるため、果軸が太くて果
実肥大の良いものだけを残してください。仕上げ摘果
では、大玉で食味の良い果実生産のために、１果あた
りに必要な葉枚数50枚、棚仕立てでは45枚を確保しま
しょう。
　６月は輪紋病の重点防除時期になります。防除につ
いては、散布間隔の空きすぎに注意し、雨前散布を基
本としましょう。

11 ６月号

６月の運勢

蠍座
10/24〜11/22

【全体運】 苦しい状況に終わりを告げられそう。初志貫徹、自分の
ペースを大切に。時間がかかっても諦めないこと

【健康運】体調不良は改善の兆し。飲み過ぎ食べ過ぎは控えて
【幸運の食べ物】ズッキーニ



感 想

旬の食材…アスパラガス

今月の
レシピ

作り方

JAデイサービス愛遊で利用者さんに提
供され、好評のメニューです。

・�緑が入ると彩りがきれいだなぁ。
・�魚も普通に焼いて食べるより食
べやすくて美味しい。

・�飴がからんであって、味付けも
良くおいしかった。

●あじは皮側から揚げて下さい。揚げすぎると硬くなるので注意して下さい。
●魚はあじに限らず鮭、鱈、鯖等、様々な魚に応用できます。ぜひ、お試しあれ！

❶ ニンジンは4ｃｍの長さの細切りにする。玉葱はくし形のスライスに切る。アス
パラガスは根元の皮をピーラーで剥き、３ｃｍの長さの斜め切りにする。

❷あじはお好みの大きさに切り、塩少々をふるう。小麦粉を薄くまぶす。
❸ フライパンの底から２ｃｍ程の高さまでこめ油を入れて170℃に熱し、あじを入

れて薄いきつね色になるまで揚げ、器に盛る。
❹アスパラガスは塩を入れて茹で、水気を切ってざるに上げておく。
❺ フライパンにこめ油小さじ１を弱火で熱し、❶のニンジン、玉葱を炒める。し

んなりしたらⒶを加えて煮立たせ、水溶き片栗粉を入れとろみがつくまで混ぜ
ながら煮て❸のあじにかける。

❻❹を色彩り良く飾る。

 ■ �あじ（三枚おろしにした骨抜き）
　……………………… ２匹分�200ｇ
 ■新玉葱�………………………… 40ｇ
 ■ニンジン�……………………… 20ｇ
 ■グリーンアスパラガス�… １本�10ｇ
 ■水溶き片栗粉
　…（水：小さじ２／片栗粉：小さじ１）

 ■水�…………………カップ１/２
 ■しょうゆ�……大さじ１と１/２
 ■砂糖�……………………大さじ２
 ■酢�……………大さじ１と１/２

 ■塩・小麦粉�……………………各適量
 ■こめ油

材料（２人分）
（１人当たりの塩分量：1.3ｇ）

あじとアスパラガスの甘酢あん

　今月は旬の新玉葱とアスパラガスを使ったレシピです。カリッ
と揚げたあじに甘酢あんがよく合い、アスパラガスも美味しく食
べられ食が進みます。

Ａ

調理師 三浦さん

ポイント

12６月号

６月の運勢

射手座
11/23〜12/21

【全体運】強く押した後はスローダウン。ゆっくり動くよう心がけま
しょう。相手の話をよく聞くことも大切。一歩譲って

【健康運】前半はスポーツを楽しんで。後半は散歩が◎
【幸運の食べ物】ゼンマイ



担い手を明確にした支援実績担い手を明確にした支援実績令和６年度

　ＪＡは地域農業を支える担い手の確保と育成のため、「担い手を明確にした支援」
を実施しております。
　本事業は、担い手・農業法人等の農業経営の安定に向け、農業用機械の導入・更新
に対して行うものです。
　令和６年度の支援実績は以下の通りとなります。

令和７年度の担い手を明確にした支援実施要領は、次号（７月）にてご案内予定です。

No 支　援　策 支　　援　　内　　容 件数
支援金額
（千円）

1
新規親元就農者（世帯）
農地賃借料支援

農業委員会・農地中間管理機構を通じて借入れた新たな
農地の初年度賃借料（田・畑・樹園地）全額を支援

1 80

2 農業労災加入支援
年間保険料の３分の1又は1万円のいずれか低い金額を
助成支援

- -

３
水稲用コンバイン購入
支援

事業費の10分の1又は50万円のいずれか低い金額を助成
支援

7 3,500

4
米フレコン出荷用機器
導入支援

（千俵会員）
事業費の4分の1又は30万円のいずれか低い金額を助成
支援

- -

事業費の５分の1又は20万円のいずれか低い金額を助成
支援

2 400

５
色彩選別機械装置導入
支援

（千俵会員）
事業費の５分の1又は40万円のいずれか低い金額を助成
支援

３ 1,200

事業費の６分の1又は30万円のいずれか低い金額を助成
支援

- -

６
大規模担い手農業用機械
導入支援

1機種100万円以上の農業用機械購入費用の５分の1又
は30万円のいずれか低い金額を助成支援

12 3,480

7
農業用ドローンオペレー
ター技能認定証取得支援

農業用ドローンオペレーター技能認定証受講費用の10分
の1又は３万円のいずれか低い金額を助成支援

2 54

合　　計　　額 27 8,714

＜令和６年度 支援策毎の内訳＞

令和６年度 支援額　8,714千円（27件）

13 ６月号

６月の運勢

山羊座
12/22〜1/19

【全体運】もたつきがちだった状態が動き始めます。運勢は活発化。
何度でもトライしていきましょう。諦めなければ成就へ

【健康運】スキンケアの方法をひと工夫。しっとり肌に近づきます
【幸運の食べ物】トマト



★クオカード（10名）

様

様
様
様
様
様

様

様
様
様
様
様

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌や
JAに関するご意見・ご感想を必ずご記入
の上、〒999－0121 川西町上小松978－1 
ＪＡ山形おきたま総務課宛にお送りください。
� 締め切り�５月30日㈮必着

５月号当選者

米沢市
高畠町
南陽市
南陽市
川西町

川西町
長井市
長井市
白鷹町
白鷹町

斎 藤 幸 子
遠 藤 孝 子
朝　倉　サトミ
高　橋　由美子
髙 橋 洋 子

柳 　 靜 子
安 部 純 子
色 摩 一 郎
紺 野 玲 子
鈴　木　きぬ子

高畠町 小国町渡　部　侑　也 高　橋　恵　子
★米沢牛（２名）

５月号の正解は
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ
シバザクラ

でした

代表的な果実酒のひとつです。

クロスワードを解いて、Ａ→Dの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

正解者に抽選でプレゼント
★米沢牛（２名）
★クオカード（10名）

タテのカギ
❶　漢字では紫陽花と書く花
❹　肌にできないように日焼け止めを塗りました
❻　剣道の試合のとき頭につけます
❼　植物を分厚い本にはさんで作ることも
❾　１年を基準としたときの３カ月
�　inと表記する長さの単位
�　神棚に供える植物
�　サイン、――、タンジェント
�　海の宝石とも呼ばれる生き物
�　――に交われば赤くなる
�　６月10日は――の記念日です
�　じょうろやホースでおこないます

  ヨコのカギ
❶　６～７月はしとしとと降る日が多い
❷　あの部長は――掌握術に優れている
❸　化学式ではH+やOH-などと表します
❹　「桃太郎」でおじいさんが刈りにいったもの
❺　旧暦６月の異称
❽　赤、青、黄、鮮やかな――の花々が咲いている
�　渋谷駅前の待ち合わせ場所として有名な忠犬――像
�　長女から見た次女や三女
�　父の日に――をこめてプレゼントを送った
�　生の魚貝などを薄く切った料理
�　木の根と枝のあいだ
�　オニ、テッポウなどの種類がある花

※当選者ならびに手紙・イラストなど掲載時の住所、氏名の紹介について、ご了承のうえご応募ください。
なお、応募ハガキの個人情報は、当ＪＡの事業運営に関すること以外の目的には使用しません。

ヒント

応募方法

14６月号

６月の運勢

水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】さまざまなことが動き出し、新しい目標も出てきそう。
分からないことは調べて確かめて。フットワークは軽く

【健康運】不調を発見しやすいとき。健康診断や検査は受けて吉
【幸運の食べ物】パプリカ



農業労災保険加入のお知らせ
～農業労災保険は国が運営する保険制度です～

令和７年１月からの大雪被害対策資金の概要

　農業就業人口が減少するなか、近年230人以上の方々が農作業中の事故で亡くなっています。農作業安全
対策の徹底はもとより、万が一農作業事故が発生した場合に備えた補償の必要性が高まっています。
　農業者の皆様には、農業労災保険の加入をご検討いただきますようお願い申し上げます。

　令和７年１月からの大雪により被害を受けた農業者に対する資金繰り支援として、果樹の枝折れ等の被害
に対する再生産及び維持安定のための資金、農業用施設の原状回復のための資金に係る融資を下記の通り行
います。

主な給付の内容
保険給付の種類 支給事由 給付内容 具体的な例

（給付基礎日額10,000円の場合）

療 養 補 償 給 付 業務災害または通勤災害による傷病
について、病院等で治療する場合 必要な治療が無料で受けられます。 （給付基礎日額とは関係なく）必要

な治療が無料で受けられます。

休 業 補 償 給 付
業務災害または通勤災害による傷病
のため労働することができない日が
4日以上となった場合

休業4日目以降、休業１日につき給
付基礎日額の60%相当が支給されま
す。※特別支援金あり

（20日間休業の場合）
・休業（補償）給付
1万円×60%×（20日–３日）＝10万２千円

※上記の他に障害・傷病・介護・遺族補償給付、葬祭料があります。

農業労災の種類（３種類のうち、いずれか１つにのみ加入できます）
①特定農作業従事者 ②指定農業機械作業従事者 ③中小事業主等

加入条件

農機を使用するまたは危険作業を行
う農家で、

（1） 年間総販売額が300万円以上ま
たは

（2）耕地面積が２ha以上

指定された農業機械（トラックを含
む一般的な農機）を使用しているこ
と

年間100日以上労働者を雇用してい
ること

主な事故内容
農機やトラックを使用していた時の
事故や危険作業（高所・農薬散布・
家畜接触）による事故を補償

農機やトラックを使用していた時の
事故を補償

雇用している従業員と一緒に作業を
していたときの事故を補償

１年間の掛金
（例）給付基礎日額

10,000円の場合
32,850円 10,950円 47,450円

（+雇用者分）

※掛金は掛け捨てとなります。

詳しくは、最寄りのＪＡ支店経済担当までご連絡下さい。

詳しくは、最寄りのＪＡ支店融資担当までご連絡下さい。

運転資金

貸付対象者

○被害農業者
農業を主な業務とする者（年間総所得の5割以上を農業所得に依存している者）で、次のいずれかの被害がある旨の市町
長の認定を受けた者
①農作物等の減収量が30％以上、かつ、減収による損失額が平年農業等総収入の10%以上
②果樹等の樹体被害による損失率が被害時価額の30％以上

資 金 使 途 ○種苗、肥料、薬剤購入等の運転資金
○ビニールハウス等の簡易な施設の復旧費用

貸付限度額
○果樹栽培者（果樹収入が5割以上）、家畜等飼養者
　500万円（法人2,500万円）又は損失額の55%のいずれか低い額
○一般農業者（果樹収入が5割未満）
　200万円（法人2,000万円）又は損失額の45％のいずれか低い額

貸 付 利 子 無利子
貸 付 期 間 令和７年９月30日まで

施設等復旧資金
貸付対象者 農業を主な業務とする者（年間総所得の5割以上を農業所得に依存している者）で、対象災害により農業用施設や農地な

どに被害を受けた者
資 金 使 途 施設等復旧資金
貸付限度額 1,000万円　ただし、総事業費から、対象災害の被害を原因として受け取った補助金の額を控除した額を上限とする。
貸 付 利 子 無利子
貸 付 期 間 令和７年９月30日まで

15 ６月号

【全体運】厳しい状況が緩和の兆し。イラッとしても冷静に。落ち
着いて対処すれば改善へ向かいます。応援団も現れそう

【健康運】急な発熱に気を付けて。無理はしないこと
【幸運の食べ物】レタス

６月の運勢

魚座
2/19〜3/20
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号
議
案　

�

令
和
６
年
度
決
算
監
事
監
査
の
結
果

の
概
要
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
内
部
監
査
の
品
質
に
関

す
る
評
価
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

常
勤
理
事
と
監
事
の
意
見
交
換
会
の

開
催
に
つ
い
て

第
１
号
議
案　

�
令
和
６
年
度
資
産
査
定
の
結
果
に

つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
外
部
出
資
に
か
か
る

減
損
処
理
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
・
決
算

（
子
会
社
決
算
含
む
）
剰
余
金
処

分
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）（
文

章
編
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

令
和
７
年
産
米
個
別
出
荷
契
約
書

に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

優
良
組
合
員
・
優
良
組
織
表
彰
に

つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

個
人
情
報
漏
え
い
賠
償
責
任
保
険

の
継
続
加
入
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

飯
豊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
か
か
る
自
主
検
査
設
備
更
新
工

事
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

勤
務
延
長
規
程
（
案
）
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　
利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
に
つ
い
て

第
12
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
業
務
継
続
要
領
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

第
13
号
議
案　

�

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

開
催
日
／
４
月
30
日（
水
）　�

場
所
／
本
店

第
13
回
理
事
会

　これまで以上に、皆さま
に楽しんで読んでいただけ
るようデザインのリニュー
アルを行いました。
　今後ともよろしくお願い
します！

【
協
議
事
項
】

監
事
会
の
報
告

開
催
日
／
４
月
30
日（
水
）　�

場
所
／
本
店

第
１
回
監
事
会

第
１
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
資
産
査
定
（
仮
基
準

日
）
監
査
意
見
書
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

広報誌『みら
くる』を

リニュー
アルしまし

た！

６
2025

№374

地域ととも
に、未来を

耕す

特集

Ⅰ
．
令
和
６
年
度 

冬
季
組
合
員
座
談
会

　
　
　
　
　
意
見
・
要
望
に
対
す
る
ご
回
答

アプリで全部できるぞう｡

住所・電話番号
変更
アプリで完結！
来店・郵送不要

カードローン

税金・
各種料金の払込み
（ペイジー）

振込・振替

アプリで完結！
来店・郵送不要

口座開設

JAバンクを初めて
ご利用の方に

JAバンクアプリ プラスのダウンロードは
こちらから。

いつでも
手続きできるぞう。

口座開設と合わせて、
JAカード（単機能型）への
お申し込みもできます！

新登場！JAバンクアプリプラス

※

※

※JAによってお取扱いできない場合や、一部機能に制限を設けている場合、対象商品・案件が異なる場合があります。

通勤中に 休憩中に 帰宅後に

詳しくはお近くのJA窓口までお気軽にお問い合わせ下さい。

いつでも手続きができる

InstagramWebsite Facebook X（エックス）


